
 

こんにちは、地理担当の南です。地理の出題としては６回目になります。今回は、今年度の入試問題の中

で南アジア農業に関する良問が一橋大学で出題されたので、その問題を東大風に改題して出題したいと思い

ます。世界卓球が終わり、サッカーワールドカップも日本が敗退、ウィンブルドンテニスも終わりを告げよ

うとするこの時期、そろそろスポーツから勉強に目を移して、本気の夏を送り始めようではないですか！ 

問題 バングラデシュに関する以下の問いに答えなさい。[一橋大学 2010 年 改題] 

 
 問１ バングラデシュで栽培されている稲は、栽培及び収穫時期によって、アウス、アマン、ボロの３つの

種類に分類されている。アマンは、雨季に冠水する地域で栽培され、浮稲あるいは深水稲と呼ばれる。

アウス、アマン、ボロの栽培及び収穫時期を示した図Ⅱ－１の(ア)～(ウ)のうち、アマンにあたるのは

どれかを答え、そのように推測した理由を簡潔に２行(60 字)以内で述べなさい。 

 

問２ 表Ⅱ－１に示されているように、ボロの収穫量は、アウスやアマンと比べて著しく増加している。表

Ⅱ－１と表Ⅱ－２を参考にしながら、ボロの収穫量が大幅に増加した理由として考えられることを３行

(90 字)以内で述べなさい。 
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 問３ バングラデシュで水害が拡大しやすい原因について、以下の語句をすべて用いて、４行(120 字)以内で

述べよ。 

   森林   高潮   河川 

 

 問４ 図Ⅱ－３に示されているように、バングラデシュから海外に出稼ぎに行く人の数やそれらの人たちが

海外からバングラデシュに送金する金額は近年ともに増加傾向にある。バングラデシュから多くの人が

出稼ぎに行っている国を一つあげ、バングラデシュからその国に出稼ぎに行く人の数は今後どのように

変化すると思うか、そのように考える理由とともに３行(90 字)以内で述べなさい。 

 

  

   

 

 


